文化情報演習３　履修希望者アンケート (２００４年)
当演習の履修に興味をもっていただき、ありがとう！　履修希望者はこのアンケートに記入し、　4月4日(日)午後11時までに必着で甲宛てkinoe@i.hosei.ac.jpにメールに添付して提出してください。選抜に活用しますので、そのことに留意して記入してください。
	名前　：
	学籍番号：
	SA先：　

	ゼミ連絡用に使うメールアドレス（履修許可した場合に）：　


　志望動機　　　なぜこの演習を履修しようと思ったのか。あなたの志望動機について具体的に教えてください。

	


　研究テーマについて　
Ａ) この演習の履修が実現したとしたら、どのような研究テーマに取り組もうと考えていますか。いま時点の構想でかまいませんので、テーマの内容とそれに取り組む理由や背景についてなるべく具体的に述べてください。

	


B) あなたが興味を持っている研究テーマに近いものを候補の中から選んでください。最も興味がある事柄に◎（２つまで）、次に興味がある事柄に〇（２つまで）をつけてください（あなたの研究テーマがこれらに限定されるわけではない）。
	
	① ヒューマンインタフェースの研究。人にやさしい道具をデザインするための方法論

	
	② 情報インテリアの研究。建築としてのホームページ

	
	③ バーチャル・リアリティー。日常生活を支援するためのユビキタスコンピューティング

	
	④ ユビキタス時代におけるコミュニケーションと心の問題。仮想化されたネットワーク・コミュニティー

	
	⑤ 建築の空間、仮想の空間、情報の空間。生活を豊かにする情報空間のデザイン

	
	⑥ コンピュータを日常生活の環境に溶け込ませる設計方法。生活のシナリオに基づくデザイン

	
	⑦ 仮想世界（バーチャル）と現実世界（リアル）、ヒトと人工物、が調和するための設計方法論

	
	⑧ 人の心。人間の思考過程についての認知科学的、心理学的研究

	
	⑨ RF-ID無線タグを用いて、それぞれの生活場面に合わせた情報支援環境づくり

	
	⑩ その他　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


　自己アピール　　あなたは自分をどのような人物と思いますか。　存分に語ってください。

（当演習のシラバスの「学生へのメッセージ」の項の「次のような人物とのコラボレーションに興味がある」を参考に。）

	


　情報技術の実践経験について　
Ａ）　講義での実習以外で、製作したことがある、あるいはこれから製作を計画しているホームページがあれば、想定読者、情報発信の目的、テーマ、大よそのページ数、工夫点、などについて記述してください。

	


Ｂ）　プログラミング経験についてお聞きします（ＨＴＭＬを除く。必ずしも履修の前提ではない）。これまでに製作したプログラムがあれば、そのプログラムの目的（何をするものか）、使用言語、ライン数、工夫点などについて、記述してください。その他、プログラミング以外でも、こんなことをやってきた、ということがあれば記述してください。

	


　最後に　（映画について）　
あなたの好きな映画を２本選びタイトルを書いてください。また、そのうちの１本について、何故その映画があなたを惹きつけるのか、聞かせてください。（2001年宇宙の旅、ブレードランナー、ＭＡＴＲＩＸを選ぶ必要はまったくなし。単に監督や俳優が好きだから、を超えて記述してほしい）。映画に興味がない人は、絵画など他の芸術作品について語っていただいていっこうにかまわない。
	


協力をどうもありがとう。　お疲れ様でした。

